
令和2年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～元年度）】 【２年度】 【今後予定（３年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 3 -

1-6
局・課名

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 元年度予算 ２年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： その他一般

令和２年度要求額平成30年度決算額

事業名 交通安全教育及び普及・啓発事業

： 建設局・自転車企画推進課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦

・これまでの取組の継続と第
11次堺市交通安全計画の策
定。

令和元年度予算額

14,822 14,765 交通安全教育担当職員ほか　報酬等

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

28,426

4,700

540 安全教育教材購入費等

9,250

597

　H　～　H

4,324

8,740

事業

概要

交通安全教育及び普及・啓発をとおし、安全で安心な生活環
境を確保するため、市民、事業者、警察等関係機関との協働
による交通安全対策を推進することを目的とする。

　学校園において、模擬道路での実技指導をはじめ、警察官による講義や交
通安全啓発映像の視聴をとおし、段階的かつ体系的な参加・体験・実践型の
交通安全教室を実施している。
　本市の交通安全普及・啓発活動の中枢となる「交通事故をなくす運動」堺市
推進協議会では、地域や事業所における交通安全指導や啓発活動の中心
的な役割を担っていただく交通指導員の育成をはじめ、年齢層に応じた交通
安全講習会の実施、全国交通安全運動や区民まつり等のイベントの機会を
捉えて普及・啓発活動を展開し、平成28年度に策定した「第10次堺市交通安
全計画」の数値目標である令和2年までに交通事故死者数10人以下、死傷者
数3,800人以下を目指している。
　また、堺東駅周辺の堺市違法駐車等防止重点地域では、防止活動員によ
る助言・啓発活動を行い、違法駐車の防止に努めている。

　学校園における交通安全教室は、引き続き、大阪府警ＯＢ・ＯＧの非常勤職
員で対応し、交通安全教育のスキル向上と警察との連携を一層深める。ま
た、既存の安全教育に加え、「みてわかる自転車安全教室」や「楽しみながら
学ぶ自転車教室」などの手法に焦点を当て安全教育について調査・研究を進
める。

その他（需用費等）

2020年1月14日変更

29,31229,291

債務負担行為

人件費等

負担金 「交通事故をなくす運動」堺市推進協議会負担金

委託料 堺市違法駐車等防止活動業務

050019整理番号

合計 29,312 28,426

その他　特記事項

平成28年度に策定した第10次堺
市交通安計画の数値目標達成に
向けた取組を進める。（令和2年
までに死者数10人以下、死傷者
数3,800人以下）

自転車まちづくり企画運営事業
コミュニティサイクル事業
自転車通行環境整備事業

平成28年度に策定した第10次堺
市交通安計画の数値目標達成に
向けた取組を進める。（令和2年
までに死者数10人以下、死傷者
数3,800人以下）


